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第
三
三
期
・
労
働
者
委
員

ま
た
も
「
連
合
」
独
占

延
べ
七
日
間
で
五
一
九
人
も
の
県
庁
前
で
の

座
り
込
み
、
各
団
体
・
労
組
に
よ
る
連
日
の
要

請
行
動
、
六
〇
〇
団
体
・
三
万
人
を
超
え
る
知

事
へ
の
要
請
署
名
、
県
議
会
で
の
追
及
な
ど
こ

れ
ま
で
に
な
い
運
動
の
広
が
り
を
つ
く
り
だ
し

て
き
ま
し
た
が
、
ま
た
も
「
連
合
」
独
占
。

こ
の
間
、
東
京
・
沖
縄
・
大
阪
・
高
知
・
和

「

」

。

歌
山
で

連
合

独
占
が
是
正
さ
れ
て
い
ま
す6
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常
設
で
労
働
相
談

番

一
一
〇

月
初
め
に
新
聞
な
ど
で
紹
介
さ
れ
、
十
一
月

一
ヶ
月
で
二
一
件
の
相
談

「
首
切
り
、
賃
金

。

、

」

不
払
い

労
災
な
ど
働
く
人
の
困
り
ご
と
は
…

の
ポ
テ
ッ
カ
ー
も
つ
く
り
、
労
働
相
談

番

一
一
〇

を
知
ら
せ
る
活
動
も
す
す
め
ま
し
た
。
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総
対
話｣
運
動
は
じ
ま
る

組
合
へ

三
〇
〇
〇

共
同
の
よ
び
か
け

「
総
対
話
、
解
雇
規
制
・
雇
用
確
保
、
社
会

保
障
改
悪
阻
止

の
成
功
を
め
ざ
す
学
習
会

九

」

（

月
三
〇
日
）
を
ス
タ
ー
ト
に
総
対
話
運
動
を
推

。「

」「

」

進

介
護
保
険
・
医
療

雇
用
・
解
雇
問
題

の
ビ
ラ
五
〇
万
枚
の
配
布
や
、
九
八
組
合
か
ら

「

」、

署
名
や
ア
ン
ケ
ー
ト
が
返
送
さ
れ
た

連
合

中
立
の
約
三
〇
〇
〇
組
合
へ
の
（
解
雇
・
社
保

の
署
名
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
）
郵
送
で
の
共
同

の
申
し
入
れ
な
ど
と
り
く
み
ま
し
た
。

婦
人
協
や
単
産
で
も
独
自
の
と
り
く
み
。
年

金
者
組
合
が
組
織
拡
大
を
あ
わ
せ
て
団
地
で
の

対
話
や
、
医
労
連
の
未
組
織
の
全
病
院
訪
問
行

動
、
運
輸
一
般
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
「
健

康
チ
ェ
ッ
ク
」
活
動
な
ど
創
意
を
こ
ら
し
て
対

話
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
、
愛
知
県
下
に
働
く
女
性
の

願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
愛
労
連
婦
人

。

、

協
議
会
を
結
成
し
て
き
ま
し
た

そ
し
て

こ
の

年
は
女
性
労
働
者
の
権
利
、
男
女

10

平
等
、
平
和
、
社
会
保
障
な
ど
息
つ
く
間

も
な
い
た
た
か
い
の
連
続
で
し
た
。

要
求
や
組
織
の
多
数
派
に
確
信

元
愛
労
連
婦
人
協
議
長

駒
田
富
枝

中
で
も

春
闘
で
の
労
働
基
準
法
改
悪

96

女
子
保
護
規
定
撤
廃
廃
止
の
た
た
か
い
で

は
、
女
性
の
力
も
大
い
に
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
三
・
八
総
行
動(
平
日)

で
は
一
四
〇

人
の
女
性
労
働
者
が
、
連
合
傘
下
の
労
働

組
合
や
未
組
織
職
場
な
ど
へ
ロ
ー
ラ
ー
・

オ
ル
グ
行
動
を
展
開

「
要
求
や
組
織
の

、

多
数
派
を
め
ざ
す
」
こ
と
に
確
信
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
た
た
か
い
で
し
た
。

人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー
ル
の
確
立

介
護
保
障
の
充
実
へ
「
総
対
話
」
運
動
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基
地
も

基
地
も

基
地
も

基
地
も
安
保
も
い

安
保
も
い

安
保
も
い

安
保
も
い
ら
な
ら
な
ら
な
ら
な
いいいい

｢
住
専｣

に
税
金
使
う
な

一
月
十
三
日
の
新
春
大
学
習
会
で
決
意
を
固

め
あ
っ
た

春
闘
は

「
住
専
」
に
税
金
を
使

、

96

う
な
！
２
・
９
抗
議
集
会
。

ヶ
所
の
早
朝
宣

70

伝
、
二
二
七
人
が
参
加
し
た
自
治
体
・
大
企
業

・
経
営
者
団
体
な
ど

ヶ
所
へ
の
要
請
行
動
、

56

夜
に
は
、
争
議
交
流
集
会
と
多
彩
に
展
開
し
た

・

愛
知
総
行
動
。

・

自
動
車
デ
モ
。

２

16

２

18

二
五
〇
〇
人
が
結
集
し
た

・

春
闘
総
決
起

３

20

、

。

、

、

集
会

ト
ヨ
タ
総
行
動

医
労
連

自
治
労
連

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
、
国
公
が
ス
ト
・
時
間
内
集
会
・
早

朝
宣
伝
を
、
地
域
も
瑞
穂
、
千
種
名
東
、
中
川

な
ど
が
昼
デ
モ
、
決
起
集
会
を
開
催
し
た

・
３

全
国
統
一
行
動
な
ど
官
民
一
体
で
展
開
。
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基
地
の
な
い
沖
縄
を
！

県
民
集
会

県
民
集
会

県
民
集
会

県
民
集
会
にににに

人人人人

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇

四
〇
〇
〇〇〇〇

琉
球
新
報
と
沖
縄
タ
イ
ム
ス
に
掲
載
し
た

「
沖
縄
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
米
軍
基
地
の

な
い
平
和
な
日
本
を
め
ざ
し
ま
す
」
の
新
聞

意
見
広
告
に
は
四
八
〇
団
体
・
五
八
五
六
人

が
参
加
。
ま
た
、
富
士
山
で
の
米
軍
演
習
許

す
な
七
・
七
静
岡
県
民
集
会
に
は
、
愛
知
か

ら
も
五
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

この１年間で
解決した争議

①運輸一般ブラザー陸運
②運輸一般東海サービス
③運輸一般平安生コン
④運輸一般
豊橋合同支部小野田

⑤自治労連東栄町職
⑥全国一般
御園サービス分会

⑦郵産労東海地本
四日市北支部

⑧過労死裁判
渡辺(間組･嘉戸工務店)
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労労労労
働
法
働
法
働
法
働
法
制制制制
改
悪
改
悪
改
悪
改
悪
許許許許
ささささ
ずずずず

人
間
ら
し
く
ー

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を

労
働
法
制
の
全
面
改
悪
に
反
対
し
、
解
雇
規

制
・
雇
用
拡
大
の
た
た
か
い
の
推
進
へ
、
坂
本

修
弁
護
士
を
講
師
に
学
習
会
。
四
月
二
四
日
に

は
、
介
護
保
障
制
度
の
充
実
を
め
ざ
す
学
習
会

、

「

」

も
お
こ
な
っ
て
お
り

政
府
・
財
界
・
連
合

一
体
で
の
労
働
者
犠
牲
、
国
民
犠
牲
の
攻
撃
に

反
撃
の
た
た
か
い
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

第

回
日
本
高
齢
者
大
会

10全全全全
国国国国
かかかか
らららら
延延延延
べべべべ
八八八八
〇〇〇〇
〇〇〇〇
〇〇〇〇
人人人人

九
月
一
日
〜
二
日
、
愛
知
で
開
か
れ
た
第
10

回
日
本
高
齢
者
大
会
。
初
日
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ

ー
ル
で
の
全
体
会
議
は
五
〇
〇
〇
人
が
会
場
を

埋
め
ま
し
た
。
大
会
成
功
へ
は
、
年
金
者
組
合

の
多
数
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
現
役
労
働
者
が

会
場
設
営
か
ら
、
分
科
会
運
営
、
交
通
案
内
ま

で
裏
方
で
支
え
た
役
割
が
光
り
ま
し
た
。

６６６６//// 1111 5555グ
ロ
ー
バ
ル
化
・

自
分
で
自
分
を
ほ
め
た
い

・

「

」

ス
ト
ー
カ
ー
・
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
・
ア
ム
ラ
ー
・

チ
ョ
べ
り
バ
ー
・
地
味
婚
・
援
助
交
際
・
メ
ー
ク

ド
ラ
マ
・
お
や
じ
狩
り
・
ビ
ッ
ク
バ
ン

世世世世

相相相相


